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第
一
章 

中
野
が
有
名
に
な
る
ま
で 

〔
１
〕
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
に
入
社
す
る
ま
で 

 

中
野
は
一
九
〇
九
年
五
月
二
十
七
日
、
愛
媛
県
喜
多
郡
大
洲
町
（
現
在
の
大
洲
市
中
村
）
に
生
ま
れ
た
。（
四
）

父
で
あ
る
忠
治
は
教
会
で
牧
師
を
し
て
い
た
た
め
、
中
野
に
と
っ
て
は
身
近
に
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
楽
器
が
小
さ

い
頃
か
ら
あ
っ
た
。
こ
の
オ
ル
ガ
ン
の
讃
美
歌
の
音
色
に
よ
り
、
幼
い
日
の
中
野
は
洋
楽
に
興
味
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
五
）
中
野
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
教
会
の
讃
美
歌
隊
に
も
入
っ
て
お
り
、
讃
美

歌
は
中
野
の
、
後
年
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
う
歌
手
と
し
て
の
道
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。 一

九
一
〇
年
、
父
が
神
戸
地
方
部
の
教
会
へ
転
出
し
た
た
め
に
中
野
も
神
戸
に
移
り
、
小
学
校
は
神
戸
の
雲

中
小
学
校
（
現
在
の
神
戸
市
立
雲
中
小
学
校
）
で
過
ご
す
。
こ
こ
に
、
中
学
時
代
に
中
野
が
書
い
た
詩
を
引
用

す
る
。 

  
 

 

な
つ
か
し
の
森 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
年
丙
組 
中
野
忠
晴 

１
森
！
！
な
つ
か
し
の
森
！
！ 

 
 

 
 

美
し
き
傅
説
と 

 
 

 
 

色
々
の
記
憶
が
待
つ
て
居
る
森 

 
 

 
 

試
験
も
終
り 

 
 

 
 

一
安
心
し
た
時 

 
 

 
 

一
番
さ
き
に
か
け
つ
け
る
森 

 
 

 
 

僕
は
こ
の
森
が
一
番
好
き
だ
。 

  
 

 

２
森
の
中
の
小
さ
な
雑
草
地 

 
 

 
 

そ
こ
は
僕
の
一
番
好
き
な
場
所
だ 

 
 

 
 

や
は
ら
か
き
雑
草
の
上
に
寝
こ
ろ
び
て 

 
 

 
 

樹
の
葉
に
取
り
圍
れ
た
る
小
空
を
仰
ぎ
つ
つ 

 
 

 
 

か
は
ゆ
ら
し
き
小
鳥
の
歌
も
き
き 

 
 

 
 

あ
り
し
日
の
追
憶
に
も
ふ
け
り 

 
 

 
 

歌
も
唄
い
、
詩
も
吟
じ
た 

 
 

 
 

僕
は
こ
の
森
が
一
番
好
き
だ
。 

  
 

 

３
森
の
中
の
雑
草
地 

 
 

 
 

そ
こ
は
僕
の
一
番
す
き
な
場
所
だ 

 
 

 
 

ほ
ん
と
に
こ
こ
は
静
か
な
場
所
だ 

 
 

 
 

太
古
そ
の
ま
ゝ
の
静
け
さ
だ 
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み
ど
り
の
葉
ふ
か
く
、
蝉
の
な
き
か
は
す
夏
の
森 

 
 

 
 

蟲
の
ね
ぎ
ご
と
か
は
す
秋
の
森 

 
 

 
 

白
き
銀
ぱ
く
に
て
つ
ゝ
ま
れ
し
冬
の
森 

 
 

 
 

春
ま
つ
り
た
い
こ
き
こ
ゆ
る
春
の
森 

 
 

 
 

僕
は
こ
の
森
が
一
番
す
き
だ
。 

  
 

  

４
森
中
の
雑
草
地 

 
 

 
 

そ
こ
僕
は
の
（
マ
マ
）

一
番
す
き
な
場
所
だ 

 
 

 
 

魚
つ
り
に
行
き 

 
 

 
 

魚
は
つ
れ
ず
え
を
み
な
と
ら
し
た
時 

 
 

 
 

く
し
ゃ
く
し
ゃ
ま
ぎ
れ
ひ
る
ね
を
し
た
の
も
こ
こ 

 
 

 
 

近
所
の
子
供
の
俄
鬼
大
将
と
な
り 

 
 

 
 

裏
山
の
柿
を
ぬ
す
み 

 
 

 
 

こ
つ
そ
り
皆
と
た
べ
た
の
も
こ
の
森
だ 

 
 

 
 

僕
は
こ
の
森
が
一
番
す
き
だ
。
（
大
洲
中
學
校
、 

一
九
二
八
、 pp.89

‐90

、 

た
だ
し
太
線
は
引

用
者
に
よ
る
） 

  

こ
の
詩
か
ら
、
中
野
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
歌
を
愛
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
単
に
歌
が
好
き
な
優

男
で
は
な
く
、
ガ
キ
大
将
と
な
る
な
ど
の
腕
白
な
少
年
時
代
ぶ
り
が
伺
え
る
。
（
六
） 

 

雲
中
小
学
校
を
卒
業
後
は
愛
媛
に
戻
り
、
松
山
の
北
予
中
学
（
現
在
の
愛
媛
県
立
松
山
北
高
等
学
校
）
に
入

学
、
そ
の
後
大
洲
中
学
（
現
在
の
愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学
校
）
に
転
校
し
た
。
大
洲
中
学
時
代
は
、
雄
弁
大
会

で
第
二
等
賞
を
取
っ
た
り
、
後
輩
の
毛
利
松
平
（
後
の
代
議
士
）
に
柔
道
を
教
え
た
り
校
歌
の
音
頭
取
り
を
し

た
り
す
る
な
ど
、「 

“
憂
国
の
士
”
を
も
っ
て
任
ず
る
ウ
デ
っ
ぷ
し
の
強
い
応
援
団
長
で
あ
」（
愛
媛
新
聞
、
一

九
六
九
）
り
、
引
き
続
き
活
発
な
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

一
九
二
九
年
に
中
野
は
大
洲
中
学
を
卒
業
し
、
武
蔵
野
音
楽
学
校
（
現
在
の
武
蔵
野
音
楽
大
学
）
声
楽
科
に

入
学
す
る
。
中
野
が
郷
里
か
ら
初
め
て
出
て
き
た
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
の
東
京
で
は
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
・
ブ
ー

ム
が
栄
え
て
い
た
（
七
）
が
、
後
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
相
当
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
吹
き
込
む
こ
と
に
な
る
中
野

が
、
こ
の
ブ
ー
ム
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
武
蔵
野
音
楽
学
校
時
代
、
中
野
は
学
資
稼
ぎ
の
た
め
に
ト
ン
ボ
印
の
ニ
ッ
ポ
ン
・
レ
コ
ー
ド
で
レ
コ

ー
ド
を
吹
き
込
む
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
っ
て
い
た
。（
八
）
こ
の
レ
コ
ー
ド
吹
き
込
み
の
経
験
が
、
後
の
レ
コ
ー
ド

歌
手
と
し
て
の
中
野
の
原
典
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

武
蔵
野
音
楽
学
校
で
は
声
楽
家
の
木
下
保
に
師
事
し
た
中
野
は
、
一
九
三
二
年
春
、
音
楽
学
校
声
楽
科
の
新

卒
業
生
を
集
め
て
行
わ
れ
た
新
人
音
楽
会
で
、
ク
ル
ト
・
ワ
イ
ル
の
三
文
オ
ペ
ラ
中
の
歌
、「
マ
ッ
ク
・
ザ
・
ナ

イ
フ
」
を
歌
っ
た
。
三
文
オ
ペ
ラ
は
一
九
三
二
年
前
半
期
の
日
本
で
流
行
っ
た
ジ
ャ
ズ
・
オ
ペ
ラ
で
あ
り
、
黒
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田
謙
主
役
で
東
京
で
上
演
さ
れ
た
他
、
ト
ー
キ
ー
映
画
の
上
映
、
原
曲
の
レ
コ
ー
ド
化
、
東
京
音
楽
学
校
で
の

演
奏
と
、
当
時
か
な
り
流
行
し
た
。
中
野
も
こ
の
流
行
に
の
り
、
新
人
音
楽
会
で
独
唱
し
た
の
で
あ
る
。
当
時

の
音
楽
学
校
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
主
流
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
地
位
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
風
潮

の
中
果
敢
に
三
文
オ
ペ
ラ
に
挑
ん
だ
中
野
は
、
洋
楽
の
中
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
な
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
関
心
が

集
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
伺
え
る
。
中
野
は
こ
の
独
唱
に
よ
り
、
当
時
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
を
問

わ
ず
日
本
の
音
楽
界
で
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
山
田
耕
筰
に
認
め
ら
れ
、
山
田
の
推
薦
で
一
九
三
二
年
六
月
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
歌
手
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
九
） 

 

〔
２
〕
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
で
歌
手
と
し
て 

 

中
野
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
で
は
当
初
、
武
蔵
野
音
楽
学
校
の
先
輩
で
も
あ
る
ビ
ク
タ
ー
の
専
属
歌
手
、
徳
山
璉

の
対
抗
馬
と
さ
れ
て
い
た
。（
十
）
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
で
の
中
野
の
最
初
の
吹
き
込
み
は
、
一
九
三
二
年
六
月
新
譜

の
古
賀
政
男
作
編
曲
の
「
夜
霧
の
港
」
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
七
月
に
は
、
こ
の
年
の
八
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

開
催
さ
れ
た
第
十
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
際
し
て
朝
日
新
聞
の
募
集
で
作
ら
れ
た
応
援
歌
、
山
田
耕
筰
作
編
曲
の

「
走
れ
大
地
を
」
を
歌
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
中
野
は
一
九
三
二
～
一
九
三
三
年
に
か
け
て
は
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
始
め
と
す
る
歌
謡
曲
を
中
心
に
歌
を
吹
き
込
ん
で
い
て
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
一
曲
も
吹
き
込
ん
で
い
な

い
。 

 

し
か
し
、
も
と
も
と
洋
楽
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
（
＝
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
）
に
興
味
の
あ
っ
た
中
野
で
あ
る
。
自
ら
も

ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
う
機
会
を
伺
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
（
十
一
） 

 

当
時
の
レ
コ
ー
ド
歌
手
は
、
藤
本
二
三
吉
や
小
唄
勝
太
郎
、
市
丸
な
ど
の
花
柳
界
出
身
の
芸
者
歌
手
を
除
け

ば
、
歌
謡
曲
系
統
の
歌
手
は
誰
も
が
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
吹
き
込
ん
で
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
藤
山
一
郎
や

松
平
晃
を
始
め
、
楠
木
繁
夫
や
東
海
林
太
郎
ま
で
も
が
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
吹
き
込
ん
で
い
た
。
中
野
も
彼
ら

の
多
く
と
同
じ
く
音
楽
学
校
の
出
身
者
で
、
も
と
も
と
は
歌
謡
曲
の
類
も
相
当
吹
き
込
ん
で
い
る
の
で
、
歌
謡

曲
系
統
の
歌
手
で
あ
る
が
、
そ
の
系
統
の
歌
手
の
中
で
は
、
最
も
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
吹
き
込
ん
で
い
る
と
言

え
る
。
中
野
が
初
め
て
歌
っ
た
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
、
一
九
三
四
年
一
月
新
譜
の
「
山
の
人
気
者
／
今
夜
逢
っ

て
ね
」
で
あ
る
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
と
い
う
ジ
ャ
ズ
・
コ
ー
ラ
ス
と
組
ん
だ
初
め
て
の
作
品

で
も
あ
り
、（
十
二
）
特
に
「
山
の
人
気
者
」
は
大
ヒ
ッ
ト
し
て
、
中
野
の
名
を
有
名
に
し
た
出
世
作
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
「
山
の
人
気
者
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
一
九
三
四
年
か
ら
、
中
野
は
次
々
と
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
レ
コ
ー
ド

に
吹
き
込
む
よ
う
に
な
り
、
歌
謡
曲
の
吹
き
込
み
数
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
る
。
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
先
駆
者

で
あ
る
二
村
の
頃
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
し
、
技
術
的
に
も
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
、
ジ
ャ
ズ
と
い
う
よ
り
は
た
だ
の
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
中
野
の
活
躍
し
た
一
九
三

五
年
ご
ろ
は
、
日
本
で
も
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
が
ジ
ャ
ズ
と
し
て
水
準
が
上
が
っ
て
き
た
頃
で
あ
り
、
中
野
自
身

技
術
の
高
い
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
る
。
中
野
は
一
九
三
〇
年
代
に
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
と
並
ん
で
、
日

本
人
歌
手
と
し
て
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
日
本
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
の
水
準
を
向
上
さ
せ
た
功
績
が
あ
る

と
い
え
る
。 

Owner
ノート注釈
卒論提出後修正
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と
こ
ろ
で
、
当
時
の
コ
ロ
ム
ビ
ア
月
報
を
見
て
い
る
と
、
中
野
の
レ
コ
ー
ド
の
紹
介
に
は
デ
ビ
ュ
ー
当
時
か

ら
、“
明
朗
明
快
”“
爽
や
か
”“
朗
ら
か
”“
溌
溂
”“
清
新
”
と
い
っ
た
言
葉
が
沢
山
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
野

の
声
質
が
元
来
明
朗
軽
快
で
あ
る
た
め
に
、
歌
う
歌
も
明
る
く
朗
ら
か
で
、
若
者
の
青
春
を
讃
歌
す
る
と
い
う

よ
う
な
明
る
い
内
容
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
一
九
三
四
年
以
降
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン

グ
を
主
に
吹
き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
継
承
さ
れ
て
お
り
、
中
野
は
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
の
持
つ
明
る
い
部

分
を
日
本
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
え
る
。（
十
三
）
こ
れ
に
対
し
、
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
は
、
日
本
語
の
歌
詞
を

ロ
ー
マ
字
に
書
き
改
め
て
英
語
の
発
音
で
歌
っ
た
り
、
間
の
つ
な
ぎ
を
ジ
ャ
ズ
風
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
バ

タ
臭
く
異
国
情
緒
を
匂
わ
せ
る
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
た
。
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
や
二
世
歌
手
の
ジ
ャ
ズ
・

ソ
ン
グ
が
、
い
か
に
も
外
国
の
歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
と
い
う
よ
う
な
バ
タ
臭
さ
を
匂
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
中
野
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
は
、
そ
の
甘
い
歌
声
と
「
ぴ
っ
た
り
と
し
た
日
本
語
歌
詞
が
は
め
ら
れ

て
い
た
の
で
、
当
時
の
一
般
大
衆
は
、
日
本
人
の
作
っ
た
モ
ダ
ン
な
流
行
歌
だ
と
思
っ
て
歌
っ
て
い
た
」
（
南
、

一
九
九
三
ａ
、 p.11

）
。
こ
の
よ
う
に
中
野
は
、
本
来
外
国
の
歌
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
、
日
本
の
大

衆
に
日
本
的
に
消
化
さ
せ
る
と
い
う
功
績
を
も
た
ら
し
た
。 

 

〔
３
〕
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て 

 

中
野
は
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
歌
う
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
歌
手
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
も
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
と
契
約
を
し
て
い
た
。
当
時
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
作
曲
家
（
音
楽
系
）
と
作
詞
家
（
文

学
系
）
の
人
が
半
々
く
ら
い
の
比
率
で
兼
業
し
て
い
た
。
し
か
し
、
歌
手
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
兼
ね
る
と
い
う

の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
作
曲
家
や
作
詞
家
は
実
際
に
歌
を
作
っ
て
い
く
人
達
な
の
で
、
レ

コ
ー
ド
の
企
画
を
し
て
い
く
の
に
適
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
歌
手
は
完
成
し
た
歌
を
歌
う
だ
け
の
役
割
に
過

ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
仕
事
と
し
て
の
具
体
的
な
内
容
は
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
や
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の
人

材
発
掘
と
指
導
育
成
で
あ
る
。（
十
四
）
ま
た
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
ギ
ャ
ラ
な
ど
の
お
金
を
統
括
し
て
い
た

の
も
中
野
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
重
要
な
仕
事
は
、
自
分
た
ち
が
歌
う
た
め
の
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
洋
楽
盤

の
中
か
ら
探
し
出
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
立
派
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
を
沢
山
選
び
出
し
て
お
り
、
し

ば
し
ば
自
分
で
訳
詞
も
行
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
作
曲
家
が
和
製
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
作
っ
た
時
に
も
、
同
じ

よ
う
に
自
ら
作
詞
を
行
っ
て
い
た
し
、
時
に
は
自
ら
作
曲
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
（
十
五
） 

 

中
野
の
作
詞
・
訳
詞
は
特
に
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
、
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
の
た
め
に
な
さ
れ
た
。
計
二

十
八
曲
の
作
詞
・
訳
詞
の
う
ち
、
リ
ズ
ム
・
ボ
ー
イ
ズ
や
リ
ズ
ム
・
シ
ス
タ
ー
ズ
が
か
ら
ん
で
い
る
曲
は
二
十

六
曲
で
あ
る
。
中
野
は
自
分
の
歌
う
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
と
同
じ
く
、
訳
詞
に
関
し
て
も
、「
当
意
即
妙
な
歌
詞
を

は
め
こ
み
、
全
く
違
っ
た
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
日
本
的
に
消
化
し
て
し
ま
う
“
特
技
”
を
も
っ
て
い
た
。
」（
南
、

一
九
九
三
ｂ
、p.45

）
も
っ
と
も
、
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
日
本
語
歌
詞
を
つ
け
る
こ
と
自
体

は
、
中
野
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
作
詞
家
も
同
じ
よ
う
に
訳
詞
を
つ
け
て
い
た
。（
十
六
）
中
野
の
作

詞
・
訳
詞
で
特
徴
的
な
の
は
、
軽
快
な
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
の
場
合
に
、
歌
詞
も
非
常
に
く
だ
け
た
、
口
語
的
で
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テ
ン
ポ
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
い
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
ダ
イ
ナ
」
の
「
聞
か
せ
て
頂
ダ
イ
ナ
／

泣
か
せ
て
頂
ダ
イ
ナ
」
と
い
う
歌
詞
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
“
ダ
イ
ナ
”
（
十
七
）
と
、
“
頂
戴
な
”
と
い
う
文
句

を
掛
け
言
葉
に
し
て
洒
落
っ
気
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、「
口
笛
が
吹
け
る
か
い
？
」
の
「
僕
等
の
青
春
（
は
る
）

だ
よ 

愉
快
だ
ね
！
！ 

ヘ
イ
！
！
／
朗
ら
か
に
！
！ 

ヘ
イ
！
！
／
歌
お
う
よ
！
！ 

ヘ
イ
！
！
」
と
い
う

歌
詞
に
は
、
口
語
的
で
非
常
に
く
だ
け
た
文
句
を
使
う
こ
と
で
歌
の
テ
ン
ポ
を
良
く
し
て
い
る
と
い
う
機
能
が

あ
る
。
他
に
も
、
歌
詞
は
未
確
認
で
あ
る
が
、「
猫
の
合
唱
」
や
「
七
匹
の
犬
」
の
よ
う
な
コ
ミ
ッ
ク
・
ソ
ン
グ

の
歌
詞
も
中
野
は
つ
け
て
い
る
。
以
上
に
よ
り
、
中
野
の
作
詞
・
訳
詞
の
魅
力
は
、
外
国
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ

る
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
日
本
人
が
楽
し
く
聞
け
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
と
言
え
る
。

そ
の
結
果
、
当
時
の
大
衆
は
、
中
野
が
作
詞
・
訳
詞
し
た
ジ
ャ
ズ
・
ソ
ン
グ
を
外
国
の
歌
と
認
識
す
る
こ
と
な

く
、
日
本
的
に
消
化
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 


